
 新年を迎える頃になりました。 
8回シリーズでお送りしています「高齢者の住い」の第三回目です。 
今回は、「住み替えの判断基準」などを提供します。 
 自宅で最期までと思っていても、一人暮らしになった際には面倒ですし、一番は寂しさです。 
元気で判断能力があるうちに検討しておきたいものです。  
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① 住み替えの選択肢 
   

右図は、住替を 

検討する物差しです。 

 

 自宅を終の棲家と考
えている人は圧倒的で
すが、身体の状態等に
合わせて、いろんな施
設やサービスがあるこ
とを知っておくことが賢
明でしょう。 
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② 住み替え派は何と62% 
 
 ある調査によると、そのまま自宅等で
住み続けたい人は38%に対し、住み替え
派は62%。(右グラフ) 

 また、住み替え先を判断するポイント
は下記の5つを挙げることができます。 
ご自分の身体状態と手持ち資産資金等
を考慮して選択することをお勧めします。
考えます。 


